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簡便なドジョウの自然採卵技術

〔要約〕ドジョウ雌親魚への加温催熟処理と排卵誘発剤の投与により、簡便でかつ実

用的な自然採卵による種苗生産が可能となった。
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［背景・ねらい］

ドジョウは食用に加えて、佐渡島で行われているトキの野生復帰事業の餌として使用さ

れている。

トキの野生復帰を成功させるためには、餌場（休耕田や用水路）に充分な量のドジョウ

の確保が必要になり、そのためにドジョウの増養殖技術の普及が求められている。ドジョ

ウの増養殖は、地域住民が主体となって取り組むために、取り組み易い技術が求められて

いる。

［成果の内容・特徴］

１ 雌親魚は、採卵前に25℃約６日間の加温催熟処理を行う。

２ 雌親魚に排卵誘発剤を注射し、雄親魚と一緒に水槽底面から約10cm上に親魚が通らな

い目合のネットを張り、25℃に保った産卵水槽に収容する。通常、収容日の深夜から翌

朝にかけて産卵行動が見られ、水槽の底に受精卵を得ることができる（図１）。

３ １回の採卵に用いる雌親魚数は、産卵水槽の容量に見合った卵量を確保する観点から、

産卵水槽１㎡当たり20尾を目安とする。

４ 産卵水槽内に張るネットは、ナイロン製モジ網など柔らかい材質で目合い約６mmとす

る。

５ 自然産卵を利用した採卵法（自然採卵法）では、人工採卵法で行われている希釈精液

の作製や媒精作業の必要がなく、採卵作業が簡便で使用器材も少なくて済む。

６ 自然採卵法による産卵親魚１尾当たりの平均ふ化仔魚数は、人工採卵法での産卵親魚

１尾当たりの平均ふ化仔魚数2,016～2,352尾と同程度の2,404尾確保できる（表１）。

［成果の活用面・留意点］

１ トキの野生復帰を目指した餌場づくりでは、天然水系へのドジョウの移植・放流を前

提にしているため、使用する親魚は移植・放流する地域の系群を用いて、地域の生態系

保全に努めなければならない。

２ 産卵に使用する親魚は、適正な飼育密度（300g／㎡以下）で産卵まで十分な給餌を行

う。また、ふ化率向上を図るため、雌親魚は排卵誘発剤を注射する前に産卵可能かどう

かを適切に判別する必要がある。

３ 採卵作業をさらに効率化するため、雌親魚の産卵率を向上させる養成技術や産卵・受

精卵の管理技術を確立することが必要である。



［具体的データ］

図１ ドジョウの産卵水槽の模式図

表１ 平成16～20年度ドジョウ採および仔稚魚飼育実績

人工採卵法 自然採卵法

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度

採卵期間 6/16-9/7 6/9-7/5 5/23-7/4 5/22-9/11 6/9-9/11

注射尾数*１ 281尾 306尾 415尾 991尾 304尾

採卵尾数*２ 209尾 157尾 146尾 398尾 166尾

採卵率*３ 74.4％ 51.3％ 35.2％ 40.2％ 54.6％

採卵重量*４ 163.7ｇ 157.6ｇ 169.3ｇ 472.2ｇ 442.4ｇ

採卵重量/尾 0.8ｇ 1.0ｇ 1.2ｇ 1.2ｇ 2.7ｇ

取り上げ尾数*５ 10,956尾 77,068尾 71,907尾 56,393尾 55,238尾

歩留率*６ 2.4％ 17.5％ 15.2％ 4.3％ 4.5％

*１: 選抜後にゴナトロピンを注射した雌親魚尾数

*２: 自然採卵法では産卵したと判別された尾数、人工採卵法では卵を搾出できた尾数

*３: ゴナトロピンを注射した尾数に対する採卵尾数の割合

*４: 自然採卵法では雌親魚の産卵前後の体重差から算出した推定値、人工採卵法では搾出卵の実測値

*５: 屋内のFRP水槽で１～２ヶ月飼育した後、屋外池で１～３ヶ月飼育した時点（全長３～６cm）で

の値

*６: 歩留率（％）＝取り上げ尾数÷推定卵粒数（採卵重量(ｇ)×2,800）×100

［その他］
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